
畜大と大樹町における

ガレガ草地の比較と聞き取り調査

半谷勇人，

1.調査目的

現在、輸入飼料価格の高騰により、自給飼料を生産し

て飼養経費を削減することが強く求められている。その

ため、イネ科牧草には少ないタンパク質やミネラJレを多

く含むマメ科牧草を混播栽培し、酪農家が良質な粗飼料

を生産することが必要と考えられる。しかしながら、従

来栽培されてきたクローパ類やアルファノレファには、越

冬性や永続性などに問題があった。そこで、北海道の冷

涼な気候に適しており、これらの問題の解決を期待でき

る新たなマメ科牧草として比較的最近にガレガが導入さ

れた。

ガレガは、ロユノアのコーカサス地方に自生していた植

物で、原種はCalegaofficinaris しである。しかしな

がら、この原種は家畜中毒性を示すアルカロイドを含ん

でいたため、牧草としては利用できなかった。 19世紀末

に帝政ロゾアで行われた遺伝資源調査事業でアルカロイ

ドを含まない品種(Calegaorientalis Lam.)が発見され、

50年あるいはそれ以上の長期間利用が可能なマメ科牧草

として注目された。 1970年代にエストニアの農場試験場

で品種改良が行われ、 1988年に世界で唯一の品種fGaleJ

が開発された。

その後ガレガは北海道に導入され、 2002年にホクレン

から優良品種として「こまさと 184Jが市販された。現在

エストニア国内で8.000haほど栽培されている他、ロシ

ア、北欧、カナダ等で栽培されている。道内では道央や

網走等の気候条件が比較的良好な地域から、チモシーと

の混播で普及が進められている。

ガレガは地下茎によって繁殖するため越冬性・永続性

に優れ、成長点が地中にあるため雪腐れ病を回避するこ

とができる。またガレガは、栄養品質に優れ、生育進行

に伴う品質の低下が少ないため刈り取り適期が長く、チ

モシーとの混播適正が優れ、耐倒伏性にも優れるなど、

北海道の組飼料生産にとって非常に魅力のある特性を備

えている。

しかし、ガレガは初期成育が劣り草地造成年の定着が

難しいことから、普及があまり進んでいないのが現状で

ある。

そこで本研究では、ガレガに関する 7年間のまとめと

して、帯広畜産大学フィールド科学センタ一実験園場

(以下、畜大)と大樹町のガレガ草地を比較した。次に畜

大と大樹町において十勝農業改良普及センター十勝南部

支所(以下、普及所)の協力も得て、ガレガに対する聞き

取り調査を行い、ガレガに対する現状認識と今後の普及
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に向けての課題と可能性を探ることとした。

11.材料および方法

1.膏大と大樹町におけるガレガ草地の植生および収量

の比較

調査草地は、畜大実験園場と大樹町のM牧場と H牧場

のガレガ草地である。畜大実験閤場には、造成後 5年目

になる除草剤処理同日播種法によって造成したチモシー

混宿区とガレガ単矯区、および造成後 6年目になる除草

剤処理同日矯種法と慣行法によって造成した 2つのチモ

シー混播区がある。また、大樹町ではM牧場の造成後日

年目になる除草剤処理同日播種法によって造成したチモ

シー混播草地と、 H牧場の造成後3年目になる慣行播種

法によって造成したチモシー混播草地がある。

なお草地造成法における慣行播種法とは、耕起・整地

後すぐに牧草種子を播種する従来からの一般的な草地造

成法である。一方、除草剤処理同日播種法とは耕起・整

地後、約 lヶ月雑草の生育を放置し、その後に除草剤を

散布し、その同日に牧草種子を播種する新たな草地造成

法であり、雑草を大きく抑制できる利点がある。

畜大における植生調査は、 1nfのコドラードを各草地

に3箇所ずつ計12箇所設置し、冠部被度と草丈を測定し

た。植生調査は 6月13日、 7月30日、 8月11日、 10月10

日に行った。収量調査は 6月13日に l番草、 8月11日に

2番草、 10月10日に 3番草を刈り取り、草種・雑草に分

けて生重・乾物重を測定した。大樹町のM牧場では、普

及所が草地造成時から槌生および収量調査を行っている

ので、そのデータを参考にすることとした。大樹町M牧

場と H牧場では、 7月25日に植生調査を行った。

2. マメ科牧草に関する聞き取り調査

聞き取り調査は、大樹町の酪農家と畜大職員、専門普

及指導員を対象に行った。調査数は大樹町の酪農家40戸、

そのうち 2戸がガレガ栽培農家で、その他に畜大職員 2

名、普及所の専門普及指導員 2名から回答を得た。間き

取り調査の内容は、マメ科牧草についての聞き取り調査

用紙(資料参照)の通りであり、経営概要として飼養頭数

・労働人数・草地面積を聞き、既存のマメ科牧草の長所

・短所、ガレガについての理解度、今後のガレガの利用

予定、またガレガの栽培経験者からは栽培・利用につい

てのコメントを得た。
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